
（１１） No.680広報 平成19年7月10日 

守ります市民の安全 
 

や
し
お
子
ど
も
週
末
 

活
動
等
支
援
事
業
 

《
相
談
事
例
》【
苦
情
漓
】引
っ
越
し
が
終
わ

り
数
日
し
て
か
ら
荷
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

布
団
袋
な
ど
１０
個
ほ
ど
の
荷
物
の
紛
失
に

気
が
付
い
た
。業
者
に
調
査
を
依
頼
し
た
が

結
果
が
で
な
い
。 

【
苦
情
滷
】新
居
に
引
っ
越
し
を
し
た
。テ
レ

ビ
に
大
き
な
傷
が
あ
り
、隅
が
破
壊
さ
れ
て

い
た
。お
皿
も
割
れ
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
も
壊
れ

て
い
た
。
業
者
に
苦
情
を
申
し
出
る
と
、す

ぐ
に
伺
う
と
言
っ
た
の
に
な
か
な
か
来
な
い
。 

【
苦
情
澆
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
引
っ
越
し
業

者
を
検
索
し
、一
番
安
い
業
者
に
電
話
し
た
。

夜
、見
積
も
り
に
来
て
金
額
を
提
示
さ
れ
契

約
し
た
。
引
っ
越
し
当
日
に
ク
レ
ー
ン
車
も

必
要
と
言
わ
れ
、費
用
を
追
加
請
求
さ
れ
た
。 

　
　
　
　
　
◆
 
解
説
 
◆
 

　
こ
の
よ
う
な
場
合
、ま
ず
、引
越
業
者
の

お
客
様
相
談
室
な
ど
、顧
客
サ
ー
ビ
ス
担
当

部
門
の
責
任
者
に
問
い
合
わ
せ
て
み
る
か
、

引
越
業
者
の
業
界
団
体
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、電
話
で
業
者
か
ら
の
回
答

が
な
い
場
合
に
は
、文
書
で
期
限
を
切
っ
て

回
答
を
求
め
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
。 

　
荷
物
の
損
傷
や
紛
失
、ま
た
は
、当
初
の

見
積
も
り
と
料
金
が
違
う
な
ど
問
題
は
様
々

で
す
が
、ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
す
た
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、次
の
と
お
り
で
す
。 

１
業
者
へ
の
見
積
も
り
は
複
数
社
に
依
頼

し
、比
較
検
討
し
ま
し
ょ
う
。 

　
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
面
な
ど
を
チ
ェッ
ク
 

２
見
積
書
の
裏
面
に
は
約
款
が
書
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、し
っ
か
り
読
ん
で
万
一
の
場
合

に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

　
見
積
書
は
契
約
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

契
約
が
成
立
し
た
後
の
契
約
内
容
を
示
す

と
同
時
に
、利
用
者
保
護
に
役
立
つ
重
要
な

書
類
と
な
り
ま
す
。 

３
依
頼
す
る
業
者
の
見
積
書
や
担
当
者
の

名
刺
は
き
ち
ん
と
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
 

４
荷
物
の
一
部
に
傷
や
破
損
が
生
じ
た
場

合
は
、通
常
、標
準
約
款
で
は
、荷
物
の
引
き

渡
し
た
日
か
ら
３
カ
月
以
内
に
業
者
に
通

知
し
な
い
と
、業
者
の
責
任
が
消
滅
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、引
っ
越
し
が
終
わ

っ
た
ら
、で
き
る
だ
け
早
く
荷
物
の
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

※「
標
準
引
越
運
送
約
款
」は
（社）
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（http//w
w
w
.jta.or.jp/

）で
確
認
で

き
ま
す
。 

I
商
工
振
興
課
蕁
 
３
３
６
、県
消
費
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
蕁
０
４
８
・７
３
４・

０
９
９
９
 

　市
の
消
費
生
活
相
談
 

A

毎
週
月
・
火
・
木
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日
）　
午
前
１０
時
〜
正
午
、午
後
１
時

〜
４
時
 

B
市
役
所
３
階
消
費
生
活
相
談
室
 

　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
部
門
 

「
本
当
に
生
き
た
日
」
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
城
山
　
三
郎
　
　
著
 

「
疑
史
世
界
伝
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
清
水
　
義
範
　
　
著
 

「
作
家
の
値
段
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
出
久
根
　
達
郎
　
著
 

「
バ
ン
・
マ
リ
ー
へ
の
手
紙
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
堀
江
　
敏
幸
　
　
著
 

「
中
年
前
夜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
甘
糟
　
り
り
子
　
著
 

「
塩
野
七
生
『
ロ
ー
マ
人
の
物
語
』
 

　
　
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
 

新
潮
社
出
版
企
画
部
　
編
 

        ■
児
童
書
 

「
く
ら
べ
て
わ
か
る
食
品
図
鑑
」
 

家
庭
科
教
育
研
究
者
連
盟
　
編
著
 

「
み
つ
や
く
ん
の
マ
ー
ク
Ｘ
」
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
茂
男
　
さ
く
 

         ■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

　
八
幡
・
八
條
両
図
書
館
　
７
月
３１
日
貂

QQQ AA

自
転
車
の
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
軽
で
便
利
な
交

通
手
段
と
し
て
、
自
転
車
は
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
自
転
車
に

よ
る
交
通
事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
自
転
車
の
交
通
事
故
で
の
死
傷
者
は
、

何
人
発
生
し
て
い
ま
す
か
。
 

　
草
加
警
察
署
管
内
（
八
潮
市
・
草
加
市
）

で
は
、
平
成
１８
年
中
に
１
１
３
５
人
の

死
傷
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
ど
ん
な
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
か
？
 

　
特
に
高
齢
者
の
事
故
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
人
身
事
故
の
う
ち
、
自

転
車
に
関
係
す
る
事
故
は
７
〜
８
割
を

占
め
、
夕
方
や
通
勤
・
通
学
時
に
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
 

漓
自
転
車
は
車
と
同
じ
で
、
原
則
と
し

て
車
道
の
左
側
を
通
行
す
る
。
 

滷
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
や
一
時
停
止

の
交
差
点
な
ど
で
は
必
ず
止
ま
り
、
し

っ
か
り
安
全
を
確
認
す
る
。
 

澆
反
射
材
を
着
用
し
、
日
没
後
は
、
必

ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。
 

　
な
ど
の
ポ
イ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

  並
進
　
２
台
以
上
の
自
転
車
が
横
に
並

ん
で
通
行
す
る
と
違
反
行
為
（
違
反
す

る
と
２
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
）
 

二
人
乗
り
　
二
人
乗
り
は
違
反
行
為
（
違

反
す
る
と
５
万
円
以
下
の
罰
金
、
２
万

円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
）
 

一
時
停
止
　
標
識
に
従
っ
て
一
時
停
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
故
意
に
違
反

す
る
と
３
カ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５

万
円
以
下
の
罰
金
。
う
っ
か
り
見
落
と

し
た
違
反
で
も
１０
万
円
以
下
の
罰
金
）
 

酒
酔
い
運
転
　
酒
酔
い
運
転
は
厳
罰
（
違

反
す
る
と
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０

万
円
以
下
の
罰
金
）
 

無
灯
火
　
日
没
後
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
（
違
反
す
る
と
５
万
円
以
下
の

罰
金
）
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
に
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

I
交
通
防
災
課
蕁
　
３
０
８
 

          　
本
市
で
は
、
市
内
各
小
学
校
や
公
共
施

設
に
お
い
て
、
週
末
に
お
け
る
子
ど
も
の

自
由
な
遊
び
や
自
主
性
、
創
造
性
を
育
む

学
習
拠
点
と
し
た
「
や
し
お
子
ど
も
土
曜

広
場
」
と
「
や
し
お
子
ど
も
体
験
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

★
や
し
お
子
ど
も
土
曜
広
場
 

A

７
月
〜
１２
月
の
主
に
第
１
、
ま
た
は
第

３
の
土
曜
日
（
８
月
の
第
３
土
曜
日
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
正
午
 

B
市
内
各
小
学
校
 

D

小
学
校
の
校
庭
等
を
公
園
と
同
じ
よ
う

に
自
由
な
遊
び
場
と
し
て
開
放
し
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
、
親
子
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
む
か
し
遊
び
、
冒
険
遊
び
場
、
野

球
教
室
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
な
ど
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
！
 

※
開
催
日
や
開
催
内
容
は
、
学
校
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
※
雨
天
時
中
止
 

  

★
や
し
お
子
ど
も
体
験
教
室
 

　
市
内
の
公
共
施
設
等
を
利
用
し
て
、
体

験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
紙
な
ど
で
に

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

  　
５
月
３１
日
、
家
庭
教
育
推
進
事
業
講
演

会
を
八
潮
メ
セ
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
講
師
に
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
桑
野

信
義
さ
ん
を
お
招
き
し
、
桑
野
信
義
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
「
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
・
く
わ
ま

ん
の
子
育
て
!!
」
と
題
し
て
、
「
初
心
を

忘
れ
る
な
、
自
分
を
見
失
う
な
、
人
に
後

ろ
指
を
指
さ
れ
る
人
間
に
は
な
る
な
」
と

く
わ
ま
ん
が
父
親
か
ら
何
度
も
聞
か
さ
れ

た
こ
と
や
今
自
分
が
父
親
と
な
り
子
育
て

を
し
て
い
る
中
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
な

ど
、
ご
自
身
の
実
体
験
を
も
と
に
し
た
家

庭
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

   I
社
会
教
育
課
蕁
　
３
５
７
 

 

　市の消防体制は、現在、１消防本部、１消防署、１出張所、
職員数９３人です。消防本部では総務、予防、警防業務の事務
を始め、消火活動に必要な消火栓や防火水槽の設置などを行っ
ています。また、消防団員２１８人とともに日夜全力を傾け、市
民の生命と財産を守っています。 
　平成１８年中の火災発生件数は、２７件でした。平成１７年中と
比較すると１１件の減少です。また、救急出動件数は、３,２６６
件で、救急出動については、１日平均約９件の出動でした。 
　平成１９年度の新規事業としては、消防車の更新を予定して
います。価格は、１台約５,５６５万円です。市民１人当たりに換

算すると約７００円（平成１９年
６月１日現在の人口７９,１１１
人を基準に算出）の負担とな
ります。 
　消防署では、今後も市民の
皆さんに信頼される消防を目
指し職務に励みます。市民の
皆さん、くれぐれも火の取り
扱いには、注意してくださ
い。 
 

　

 

自
転
車
の
主
な
違
反
行
為
例
 

酒酔い運転厳罰 

平成１９年度全国防火統一標語 
　　　｢火は見てる、あなたが離れる、その時を｣ 
 

家
庭
教
育
推
進
事
業
講
演
会
 昨年のやしお子ども土曜広場 昨年のやしお子ども土曜広場 

家庭教育推進事業講演会 家庭教育推進事業講演会 

I消防本部総務課蕁９９６－０１１９ 
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乕「税金で　みんなの未来　支えよう」八潮中学校3年・土屋りえさん、「税金で　未来かがやく　夢の国」大原中学校2年・竹内麗美（平成18年度税に関する標語・八潮市教育長賞） 
　7月は、固定資産税・国民健康保険税・介護保険料第2期の納期です。納付には、安全・確実・便利な口座振替を。 
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し
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ょ
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し
ょ
く
ひ
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か
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か
て
い
か
き
ょ
う
い
く
け
ん
き
ゅ
う
し
ゃ
れ
ん
め
い
 

エ
ッ
ク
ス
 

わ
た
な
べ
 

し
げ
お
 

た
つ
ろ
う
 

引
っ
越
し
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は
 

「消防署正面」 


